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裏面につづく 

 
 
 

令和２年９月２４日（木）１８時３０分から、中央市民サービスセンターにおいて、 

第５回中央地域ブロック協議会を開催しました。 

 

域ブロック協議会の協議内容 

前回に引き続き、小学校の組合せにおける検討 

事項について、委員間で意見交換を行いました。 

＜議題＞ 

  中央地域における小学校の統合案等について 

 

れぞれの検討事項に関する協議結果等 

 
 
 
 
 
 
 
 

八橋小、寺内小学校統合検討委員会（校名は学校番号順）

 

協議会で決定した学校の組合せに基づき、当該校の関係者により統合の可否を検討、決定す

る。また、以下の項目に関連する合意書の作成を協議する。 

・統合時期の目途 

・統合後に使用する校舎（受入れが困難な場合は、改修、建替等の検討） 

・学区の広域化に伴う通学手段（スクールバス等） 

・その他（学区の見直しなど統合に伴う諸課題の解決に向けた検討） 

原則当該校ごとに４名以内（地域代表者２名、保護者代表者２名） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

令和２年１０月３０日発行 秋田市教育委員会 

秋田市学校適正配置  

中央地域ブロック協議会だより 
                                 第５号 

地

そ 

〈決定事項〉 

★ 八橋小学校と寺内小学校については、これまでの協議を踏まえ、検討の第２段階である 

学校統合検討委員会へ進める。 

◎八橋小学校と寺内小学校について 

〈決定事項〉 

★ 保戸野小学校は、隣接する東部地域の明徳小学校との統合について、ブロックを越え 

た協議（調整会議）を行う。 

 

◎保戸野小学校について 

○第 1 回八橋小、寺内小学校統合検討委員会の開催予定 

日時：令和 2 年 11 月 27 日（金）18：30～19：30  会場：八橋地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

 

○地域、ＰＴＡともに、現在の学校の組合せによる統合案（Ａ案）に賛成であるが、隣接する明

徳小との統合に関する協議の場を設けていただきたい。 
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●お問い合わせ先● 

秋田市教育委員会学校適正配置推進室 秋田市山王一丁目１番１号 

○電話 018-888-5812 ○ＦＡＸ 018-888-5804  

○e-mail  ro-edaz@city.akita.lg.jp 

https://www.city.akita.lg.jp/kyoikuiinkai/1010626/1021066.html 

※地域ブロック協議会で提示した資料は、市のホームページで公開しています。 

 

〈決定事項〉 

★ A 案を基本として、今後検討を進め、今年度末までに一定の方向性を決める。 

★ 旭北小と旭南小、築山小と中通小については、小委員会を設置し、論点整理を行う。 

 

  

 現在の学校の組合せによる統合案（Ａ案）と、新国道と山王大通りで学区を分ける統合案 

（Ｂ案）について、意見交換を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６回中央地域ブロック協議会の開催予定                         

日 時 ： 令和 2 年１２月以降  

議 題 ： 中央地域における小学校の統合について 等 

※協議会の日程等が決まり次第、広報あきたやホームページ等でお知らせします。 

第

【広報 ID:1021066】 

【広報 ID:1022177】 

・八橋小学校と寺内小学校 

・築山小学校と中通小学校 

・旭北小学校と旭南小学校 

・ ・通学の安全性を最優先に考え、交通量が 

多い通りで学区を分ける。 

・旭北小学区は、山王十字路を起点に４分割 

・旭南小学区は、新国道を基準に２分割 

Ａ 

案 

Ｂ 

案 

○築山小ＰＴＡでは、２校の組合せに、特別、反対意見はなかったが、さらに話合いが具体的

になれば、細かい意見が挙がると思われる。 

○中通地区では、Ａ案に賛成が多かった。ただし、統合により、築山小の校舎を使用すること

になった場合、明徳小に近い子どもたちが、中通小から明徳小に流れてしまい、秋田南中の

生徒も減少することが心配される。 

○旭南地区では、Ａ案とＢ案以外の組合せも考えられるのではないかという意見のほか、学区割

の見直しも必要なのではないかという様々な意見があり、すぐに答えを出すことは難しい。 

○旭北地区では、地域活性化のためのまちづくりにも各種団体と連携しながら取り組んでおり、

地域が分割されるＢ案には承服しかねることから、Ａ案に賛成する。 

○旭北小と旭南小の統合に反対ではないが、旭北小の校舎を使用する場合、茨島、卸町地区など

非常に遠くなる地域があるほか、すでに大住小に通っている子どももいることから、南部地域

との調整が必要ではないか。 

 

旭北小と旭南小 

築山小と中通小 

◎Ａ案とＢ案の比較検討について 

検討を前に進めるために 


